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　この稿はThe　Book　t写ade　of　the　world・

Ed．　by　Sigfred　Taubert．　Vol．　II：　The

Americas，　Australia，　New’Zealand’．　’　Wi一’

esbaden，　Verlug　fUr　Buchmarkt－Forsch－

ung，1976．のうち，ラテンアメリカ全般

の部分と，アルゼンチン等主要7雪国の部’

分を抄訳したも］のである。

　1三章には，図書の生産，販売，輸出入を

はじめ，J出版，研修，税金，全国総合目

録，国立図書館等た関する情報を広く収録

した。原本は国によっても多少三三はある

が，各回ほぼ項目をそろえている。ここに

は日本の読者にとって余り興味のなさそう

なこと，および特殊すぎる叙述を省略して

訳出した。、　　　・’・　　　　　　幽’

　日本ではラテンア！リカ地域については，

余り知られていないし，とくに図書や出版’

については殆ど知られていないので，この
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小稿も日本の図書館界，出版界，研究者等

に役立つのではないかと思われる。

‘ところで「書籍業」はbook　tradeの訳

語であるが，図書の取引だけでなく1出版

その他図書に関する事業を広く含めて使わ

れているのでこの訳語を用いだことを断っ

ておきたい。なお，以下の訳文については

正式に翻訳許可を得ているものである。

第1章ラテンアメリカ

．D　一般的情報

　ラテンアメリカ諸国は国際出版及び配本

活動にとってますます重要な市場になって

’いる。・にも拘らず，伝統的，社会的理由に

より，これ5諸国は多くの点で国際的な職

業的水準に達しておらず，多くの場合外

国，主として植民地時代の旧母国の生産と

影響に依存レー（，いる。、

　　「ラテンアメリカ」という言葉はメキシ

コカミら南米までの全大陸，カリブ諸国及び

カリブ諸島を指すζとがあるが，．この本で一

はもっと現代的な意味で，リオグランデ



（Rfo　Grande）以南の大陸諸国でスペイン

語とポルトガル語が公用語として使われる

国を指している。これら諸国の国際的取引

は自国領以外にある組織や会社に依存する

所が大きいので，われわれはまたそれぞれ

の章でラテンアメリカの書籍業全体に関連

する限りにおいてこれら外国での最も重要

な発展に言及するであろう。

　このことぽ文献資料に関する場合とくに

言えることであり，文献資料は職業的時報

にとって最も重要で最も特徴的な作品を選

択した物として提供さ流るのである。だが，

この本の読考はまた多くの出版物がラテン

アヌリカ以外の諸国，とくに南米大陸と緊

密に関係している諸国，即ちスペイン，ポ

ルトガル，及びアメリカ合州国で出版され

ていることを記憶に留めておかなけれぽな

らない。ラテンアメリカの書籍業に関心の．

ある人々は，だから，これら各国に関して

：文献情報と輸二二の章を参照しなけれぽな

らない。

2）過去と現在

　　ラテンアメリカ諸国の歴史的背景はその

一書二業にお》・ても今なお重要な役割を果し

ている。‘ラテンアメリカは旧スペイン植民

帝国の一部として，ブラジルの場合はポル

　トガルの一部として，現在にいたるまで教

育，科学，文化の発展のための図書の需要

をすべてぽ充たすζとができないので，こ’

のような資料や現代の出版，』三木の技術を

　　　へ
旧母国やアメリカ合州国，ヨー「ロッパの工

、業国から輸入するほヵ≦ぽなかった。とくに

米国は英語又はスペイン語，，ポルドガル語

の図書によらてこの地方の図書の市瀕こ継

続的に影響力を増大している。だがラテ、ソ

ァメリカの数三国，‘とくにアルゼンチン，

プヲジル，メギシコはまだ北米，ヨーロッ．

パ，それに近来はアジアの図書の大きな市

場になってはいるものの，図書の生産と配

希の点で着実に自律的な水準を開発しつつ

ある。

　一種の書籍業，少くとも一種の出版が，

16世紀初頭にヨーロッパ人がアメリカ大陸

に到着する以前に開花していた高度の文化

の中にすでに存在していた。このことはメ

ソアメリカ文化の時期にアステカ，マヤの
　　　（訳注1）
国々の間で先ずいえることであり，これら

の国では樹皮の発明が象形文字で二三〉れた

蛇腹式（1eporellb）』の一一一Ptの本の生産につ

ながっていた。一部はス「ペイ「ン人の到着後

に書かれているが，この本は征服り日付ぽ

かりか，コロンブスのアメリカ発見以前の

日常生活についての情報も記録している。

　インカ帝国では，いわゆる「キプコ（kipu）

（紐に結び目をつくり，一定の数量やキー

・ワ”ドを意味した）が通信文として，また

貢物や税金の説明文として役立った。しか

しこれを「出版」とか「書籍業」と呼ぶの

は無理である。という’のは図書はおろか完

全な原本さえもまだ発見されていないから

である。

　このように7メ．リカでの近代的な書籍業．

はヨーロッパの征服者あ到来によって始ま

り，続いてカ、トリック僧たちが現われた

が，彼等は原住民部族の間に宗教文学を普

及させることに関心をもつ二二の人々であ

った。

　しかし植民政策により，また初期の総督

の側に関心がなかりたため，出版活動は厳

しく制限された。さらにどの植民地もほと

んど本国ふらしか入らない本に頼らざるを

得なかった。この時代，即ちグーテンベル

クが組活字を発明してヨーi；ッパに文学書

の普及が進んだ時代，、にあっても．，ア〆リ

カの植民地で文学に関心をもち，「それを買
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　う立場にあった人は極めてまれであった。

　アメリカの土地での最初の印刷機は，．1536

　年に僧正スマラガ、（Zum6rraga）の発案で∫

　メキシコに設置された項ミ，．’彼はドイツ生れ

　のセビ芽ヤ：人の印刷工ヨハγ・ク、ロンベル．

　ガーQ恥手であるファ幽ン・づブ戸ズのため

・に許可をとり，メキシコ市にその印刷所を、

　設けたのである。16世紀の．問に印刷はメキ．

　・セコ，ンくルヅ，グアテマラを通じてアンチ

　ィ、ル諸島にまで拡まった。本国からの本の

　輸入は増加し，窺地官憲の注意は本の頒布

　の問題にひきつけられた。ζのことは現代

　㊧ドキュ．メン．トで知ることができるbN’，　・ζ

　れらの本の選別について議論が盛んにおこ

　なわれている6

　・’19世紀前半スペイシとポルトガルの王室

　からの独立後になって初めて現地だけの出

』版と書籍販売の活動が始められるようにな

．つた。米国の図書や新聞によってラテンア

　メリカに知らされた合州国の建国はフラン

　ス革命と二二ってスペイン国王に対するク

　リオーゾヨの独立闘争を導き出すにいたっ
　　　　　（訳注2），

　た。

　　合州国はそれ以来図書の出版国，輸出国

　として米州第一の地位を保持している。、し

　かしスペインと，ある程度はポルトガルが

　米州の植民地の独立後もこれら諸国への図

書9供給の面でゆ緒ない地随占・1）続

　け，ラテンアメリカの多くの著者たちは出

　版社を探すのに両国にも頼ら．なけれぽなら．

．なかった。19世紀後半になって初めて事態

が変ρ・ラテとアメリカで現面出灘業

　が成長し始めたが，・これは他の諸国に対す

　ゐ輸入政策に変化が起ぎたからである。

　とqろで畝ら供給業者は滴等教育の教

　科書をはじめ，スt！ン語とポルトガル語

　め図書の生産によってラテンプヂリ吻ぺめ

　・図書の供給の面であらたな情勢を作り出す、

のに力があったのである。合州国，それに

日本が，のちにはヨー一　Pッパのある国々が

この潮流にのってきたが，スペインはこめ

情勢に臨んでラデンァメリカに輸出する自

国ゐ出版社に若干の施設を提供し，ラテン

アメリカQ息出機関に正規の「加盟国とし

て，・少くともオブザーヴァニとして参加す

る政策をと6た。tt @　　　　　－

　19世紀中にも近隣諸国又は二三ロヅパか

ら’の移犀が設面した書店が全うテンナメILI

カに拡まったびそのうちの若干の店はヨ砂

’Pッパの水準に達していた6出版ゐ面では

うテンプメリ．力諸国の間．でナルゼンチン，’

ブラジル，メキシ1コが生産国ゐ』リ1ストの上・

位にあり，国内の図書，輸入図書及び雑誌

を扱う書店と卸売業者の比較的密度ゐ濃い

腰売網をもっていた。これち諸甲に次いで

はチリ，ベネズエラ，ウルグアイ，、及び中

、論題ある国タが朝別恐恐特記
，配本ルートをもっている。

　のちの三章に見ら乳るよ．うにラテシァメ

’リカ諸国が外国図書に依存して』いること

が，．ζれら諸国め特殊な問題を大部分説明

してくれる。しか・し北来やヨーロッパの会

社の例にならうととによって，最近数十年

の間にラテンアメリカの書籍業は近代化さ

れ，他の大陸のいかなる販路にも比肩でき

るいくつかの国瞭的書店がある。ラテンア

ンリカ地域で図書の輸入をふやす教育戦争

の激化を示す数字は（ある国’々では現地の

出版社：が輸入図書の競争に立ち向うことが

できるようにする法的援助にも拘ちず），

また現地の図書生産の増大は，ラテンアメ

、リカ諸国が現世界で目ざましい国際図書市

場の一・つとなることを示しているといって

周違いない。

　（訳注1）’メキ叱コ，グプテ：マラを中心にし

　　て中央アメリカのr部を含んだ地域をいう6
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（訳注2）　現地生れの白人を指す。

3）　小売価格

　ヨーロッパ式の固定価格制はラテンアメ’

リカには導入されていないが，ヨーロッパ

の社会主義諸国のものに似た固定価格制が

キュ　’一・“’にあることと「人民戦線」政府の

　　　　　　　　　　　　　　　　（訳注3）
期間にチリがこれを採用したことが例外で

ある。、　　　　　　　　　　．　、
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
’にも拘らず国内の出版社による固定小売

価格は一般に遵守されている。とくに多く

の場合政府機関の出版する教科書の場合は

そうである。同様に学生又は図書館に認め

られる割引は国内の書店との協定により統

一を保っていることが多い。

　すべてのラテンアメリカ諸国で輸入図書

が主導的役割を果している。但し外国為替

の準備金を節約するため輸入規制により制

限されることがある。小売価格制を調べる

には輸入図書に言及しなければならない。

多くのラテンアメリカ諸国の書店の組織は

図書の価格の外貨建てと自内貨建ての交換

比率を統一するに至っている。他の諸国で

は価格は輸入業者により定められるが，配

本業者が国内の業者に割引きはするが高い

輸入費用を含めた価格を定める場合には状

況が変ることぷある。一方で個々の書店が．

同時に同じ図書を少部数輸入して，時には

費用ゐカミかる長期的な関税規則に触れない

ですますことも屡々ある。

　（訳注3）1937年チリの急進，社会，共産党

　　などがP・アギレ・セルダを擁して大統領

　　選挙に勝った。この人民戦線政府は1941年

　　崩壊した。’

4）組’織
　アルゼンチン，ブラジル，メキシコ，ベ

ネズエラが加盟している「国際出版協会」

（lnternational　Publishers’　Association）

に幾つかの同業組合（professiogeal　associa．

tions）が参加していることは別として，ラ

テンアメリカでは国際機関はうまくいって

いるものがない。

　「ラテンアメリカ図書振興地域センター」

（Centro．　Regional　pata　el　Fom．ento　de

．　Libro　en　Am6rica　Latina）（略称CERLA：L）

．はゴネスコの機関でコロンビア政府が援助

している11973年現在の加盟国は次の10三

国である。アルゼンチン，ボリビア，コロ

ンビア，エクアドル1エルサルバドル，パ

ナマ，！ミラグアイ，ペルー，、ドミニカ共和

風ウルグアイ。この機関は業界の重要な

研修センターであるぽかりでなく，絶えず

自らイニシァティヴをとることで，出版及

び配本の同業者の国内的，地域的組合に刺

激を与えるようになる。このセンターの計

画の一つに．ラテンアメリカ図書の隔年の展

示会がある。

　センターの目的はつぎの通りである。

　a）図書市場の発展と調和を図り．，ラデン

　　アメリカでの図書の共同市場を目指すご

　1と。

b）関係の団体及び当局との協議を通じて

　地域内ぺの図書の自由な流通及び地域相

　箪問の自由な流通を妨げる経済的及び輸

　二上の障壁を緩和すること。

　c）ラテンアメリカの業界の各部門職員の

　知識と技能を改善するため研修計画を実

　施すること。，

d）読み物の生産分配及び利用に関して

　調査を受託し，統計及び資料を利用させ

　　ること。

’e）情報及び著作権め域内の交換所（clear－

　ing　house）・としてのサービス

　f）適切な進級試験，競争試験，展示会等

　　を導じて大衆の良書の習慣を促進するこ
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　と。

g）国家的規模で学校や公共図書館制度の

計画と樹立を奨励すること。　　・1・

h）図書の普及と発展のための全国組織の

設立を通じて地域内の図書関係団体

　（book　compnunities）のインフラス．トラ

　クチュアを強化するζ、t．。　　　、．tt，

i）コンピューターの利用を含めてラテン

　アメリカの書誌活動を推進すること。IV

　．上記の目的を達成するための主として特・

．定の代理店，組織との交渉が続けちれてい

る，また地域内の図書の開発と情報の自由

な流通とを妨げる問題について地域規模で

研究調査がおこなわれ，最後に，地域セン

タ“及び次のような図書開発の各分野での

、研修講座がおこなわれている。

　㌧出版管理，出版技術，配本の問題，司書

　職tt

　読書の習慣，及び潜在的読書人口の購買

　力等

　センダーは主催国政府，加盟国，国連加

盟国及びユネスコからの寄付金により共

同し℃財政を賄われている。1974年以来

CERLA：LはBoZ6孟勿．Bibliog●プ6弄60∵を刊

行して現行のうテンァメ．リカの書誌作成に

寄与している．センターはまた多i聾の＞qシ

フレヅト，図書，ドキュメント及び報告書

を刊行している。1972年以来CER：LA彩は

．rCERLAL情報』N・ti・i・・　a・1σERLAL

という雑誌を刊行している。ζの定期刊行

物はこの機関の活動とラテγアメウカの図

書の問題についての興味ある資料を載せて

いる。、

5）業界紙、
　各国の同業組合の編集する幾つかの会報

（bulletin）は別として，すべての又は多く

、のラテンアメリカ諸国の業界の問題を扱う．

定期刊行物は極めて少いρこの地域には次

の会報がある。

　‘rイスパノアメリカ文献目録』Fichero

　BibliogrdLfiCO　Hi［　PanQamericano（ブ

　エノkアイレス）

　ラデンアメリ抑こ関する報告や論文が増

加してい為が，これを発表∫している。その

中には新刊の文献目録が含まれている。

　もう・一つラテンアメリカあ特殊な分野を

扱う業界紙は

　　『スペイン図書』El　Libro．EsPafiol（マ

　　ドリード）

であるカ㍉これはInStituto、　Nacional・．del

x：Libro’Espafiolが刊行しており，スペイ1ン
　　　　（訳注4）
で刊行された図書の文献情報という点でラ

テンアメリカの図書業界にとって重要であ

るぽカ｝りでなく，’ラテンアメリカの図書事．

情について定期的に解説している点でも重

要である。

　・（訳注4）　スペインの情報観光省め外郭団

　　　体，1941年創設。

6）‘．情報源，住所録

　全「ラテンアメリカに？いての唯一の特別

案内書は．rラテンアメリカの図書企業』‘

、La　EmPresa　’　del五三g　en．．・Anzerica

Lα内憂α、であり2　ブエノ冬アイ・ヒスの

Bowker　EditQrsが刊行しでいる。

7）研　　修
　Instituto　Nacional　del　Libro　Espafiol

（スペイン）はマド．リード，バルセロナ，’

バレンシアに3っの職業学校をスペイン語

圏諸薗からの若い仲間のために開放してい

るだけでな・く，最近これら諸国からの参加．

者のために特別研修講座を開設した。ロン

ドンのプリティヅンユ・カウンス’ルが第三
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世界出身の書店主のために組織した研修講

座はイギリス王領旧植民地出身の学生だげ

でなく，他のラテンアメリ夙アジア・ア

フリカ諸国出身の学生にも開放されてい

る。　　・tt　．　　　　　　「『　tt「

8）全国総合目録ダ国立図書館

　全うテソプメリ九正確には全スペイレ

語の，出断物を串録する唯一Q企画は民問

企業によるもの℃ある。第二にニューヨー

ク版のBooks　in　Printと同類のLibrOS

en　Yentaの数巻があるが；これは米国と

同じ出版社の在アルゼンチンの姉妹社で刊

行されている。この目録は1964年以降刊行

されており1，2『N毎又は毎年追録で補充

されているが，雑誌F励θプ0捌観09痂露60

HisPopoamericanoの定期の書誌欄と共

に，最も良く利用される。この地域の情報

源であり，ラテンアメリカ及びス罷インの

図書生産をほぼ網羅している。

9）出　　版

　ラテンアメリカで営業している出版社の

うち多くのものは欧米の出版社の支店であ

り，親会社の図書を輸入するだけというの

ではなくジ駐在国の国内での出版を増加さ

せ七おり，多くの場合その国の図書の輸出

に参加している。このことは多くのラテン

アメリカめ政府が国内の出版を強化し，外

国為替で高くつく輸入をへらそうと努力し1

ている結果であるぽかりではない。このこ

とはまたこれら諸国内の図書の需要増大に’

備え・ラテンアメリウの出版社の間に欧孝

の配本及び三国の高度な技術を導入するこ

，とにも役立つのである。さらにまた多くの「

ラテンアメ．リカの出版社にはこの地域以外

の主要な出版国の一国で経験を積んだ資本

家と経営者がおり，』・母国の伝統と知識をも

たらしている。このζとはラテンアメリカ

の出版水準の改善に着実に貢潔している。

　この地域の主導的な国はアルゼンチン，

ブラジル，メキシコである。これらの国で

ぽ出版社ぽ民間が原則である。”これら3国層

でも政府機関で出版に関係しているものが

多いが，他の国では政府が主に出版をおこ

なっていて，時にぼ政府しか図書産業を始

められなかった場合もある。これは民間企

業には利用できない便宜があるからであ

る。とくに読書人口が不十分な国の場合が

そうである6それと共に大学出版が顕著な

働きをしてきたことも触れておかなければ

ならない。

　ラテンアメリカの著作考の相当部分が，

とくに小国の場合には，，図書の出版と配本

を個人でやっている。したがってこの地域

の図書生産のかなりの部分が本職の手を煩

一わさず，編集，販売に不慣れであ・り，文献

目録にのらない。このような出版方法は世

界の他の地域では十分知られでいないが，

・ラテンアメリカの出版産業の問題を明らか

にするばかりでなく，その性格と可能性を

もっと公けにする必要があることは明らか

である。

10）・著作権代理店（Literary　Agents）．

　ラテンアメリカでは著作権代理店が図書

の生産に果す役割は極め（限られている・

その役割は主として国際的に活動している・

出版社が国際的な共同生産計画に参加する

ことによって果されている。しかし近年欧

米における「ラテンアメリカ文学ブーム」

の結果ぽかりではないが，ラテンアメリカ

と欧米の間の翻訳権の交換を専門とする若

干の著作権代理店が南米で開店したり，支

店を開いたりしている。著作権代理店の第

一の仕事，即ち新人著作者の作品の紹介，

・一一一@6



については，ラテンアメリカ．では国内の作

家組合でおこなわれることが多い。

スト高と国内市場の欠如を補うことがでぎ，

ないのである。

’11）　図書の通信販売
　　　　　　　　　　ノ
　この種の販売は家庭や事務所の顧客を訪

問する外交員「（rgpresentatives）　tlこよる図

書販売と一緒に述べなけれぽならない。こ．

の種の組織で本当に大きなものが幾つかあ

り，米国とスペインの親会社が設立してい

る。

　これらの組織は信用販売によって「第二

の図書市場」を形成し，ラテンアメリカで

．は旧来の書店と同じ位の売上高を上げる大

きな市場である。しかし彼等は高価な図書

と百科辞典に集中していること，書店の常

得意の数はラテンアメリカではヲー…ミ

より少いことを考慮に入れなけれぽならな

い。同じことが原因となってζれらの通信

販売会社（direct　saleS　companies）は外交

員による販売活動を拡大レて通信販売の仕

事に入っていくζどになっている。

12）　図書の輸出　　　t一

　コスト高と国内市場の狭小などの問題の

ため，ラテンアメリカの出版社は高い国際

．水準と比べれば輸出販売の比率は可なり

低い。しかし地域内には現物による図書交

換があり、，多くの会社でスペイン語圏への

輸出に相当め成果を挙げてV｝る。このこと

は他のラテンアメリカ諸薗，スペイン又は

ボルト嗣ルに支店をもつ少数の今社の場命

とくにそうである。これらの会社はたいて

いの場合その輸出拡大について自国政府の．

広い支持を得ている。’ラテンアメリカの内

外で彼等の図書は印刷が良くてコストが安

く，種類の多い図書と競争しなけれぽなら

ない。ラテンアメリカの出版社は通常少い

前刷部数（平均3，000部）をふやして，コ

　　　　　　　　　　　　　　　　・D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7

13）図書見本市（Book　Fairs）

　ラテンアメリ㌧カぴ旧来の注意を最も惹き

つけてL〈る地域的展示会は

　　「隔年国際図書見本市」（Bienal　Inter－

　nacional　de：Livro＞（サソバヴロ）・．

であり，1970年以来ブラジルの3つの図書

関係同業組織及び2つの政府機関（スポ＝・

ツ・文化・観光省とサンパウロ市庁）一が主

、催している。1年毎に6月に開かれる。

　中央アメリガでは，

　　「図書・新聞・グラフィック産業・視聴

覚資料世界展示会」（Expo卿ndi－Exposi－

ci6n　Mundial　del　Libro，　Prensa　e　lndust－

rias　Gr6ficas　y　Medios．　Audiovisuales）

ヵミ1969年エルサパドル政府の協力の下に現’

地の書店組合によって設立された，展示会

は毎年10，月と11月に開かれ，近年は他の，ラ

テンアメリカ諸国，スペイン，米国からも

出版社が参加し1全地域に反響を呼んでい

るρ

　主として読者大衆の側で運営する図書展

示会の中でも，t最近開かれた

　「首都図書見本市」・（Feria　Metropolitana

　de　Libro）（メキシコ市）

はその規模からいっても，またメキシゴ在

住のスペイン・アルゼンチン図書の販売業

者の参加という点でも注目を惹いた。メキ

シコ国家が積極的に参加したこともあって

この見本市はスペイン語の近刊図書をほぼ

完全に展示したのである。1972年メキシコ

出版会議所が開設し，毎年春に開かれる6



第2章　アルゼンチン

1）　過去と現在』・’．・”　　・、

　イエズス会の伝道師ユアン・パウチィス’

タ∵・｛．マソ（か入トリア人）一tホ．k・

．セラノ（スベイソ人）は今日のミシオネス州

に1700年に最籾の印刷機を造った。次の印

刷機は1764年にコルド・ミ州のイ干ズス会の

・大学に据えられた。1766年この機械によら

てその第一冊『賛辞』五一4悲心5、が発行．

された。のちにそれはブエノスアイレスの

　「孤児院」（Casa　de．10s　nifios、　exp6sitoli）

’に移され，1781年から．1795年忌での間に一

583点の本を発行した。、　1826年ブエノスア

イ・レスには書店5’，　・印刷機4があった61

1901年騨『ラ・ナ塑ン』が「ラ・ナジ

オ．ン図書館」（Biblioteca　La　Naci6n）を設、

立したが，その蔵書は850タイトルに及

び）・この新聞社はアルゼγチンで籾あて大

量販売を試みた。同じ頃教科書産業が成長

しつつあった。・だが出版業は主にスペイン、

内戦ホら：刺激を受けた。∫すなわち内戦はス‘

、ペイン語圏の出版界め危機を生み出し1ア

：ルゼンチγの塵業ξ）独自の成長を見るtig至

っ’ko’こんにちアルゼンチンには出版社約、

160社・書店1・　500があるが，その大部1分は

・ブエ．ノスアイレスにあるご

2）　小売価格

　小売価格は出版社が決めたものを通常は、

書店が守っ」（いるbしかしながらこれを強

制する法律も公的規制もなく・，不文律があ

．るだけであ為。ある場合には政府が最高価

格を決め；－利潤の枠をとくに教科書の場合

rに凍結したことがあるσ

　現在では書店嗜出版社が鮒引するピとを

　　　　　　　　　　　ノ

規制する法律はないる一般的には割引は教

科書については約15・y20％，商業図書

・（trade．book＄）については3Q・y40　％であ

る。い「 ｭつかの．卸売業者はさらに10％の追

加割引を認められている。’

‘3）組一織・tt　＿、』L
　．アルゼンチンにはそれぞれ独立した同業

組合が幾つかある。、最も古いものは

　アルゼンチン図書会議所（（⊇6卑ara　Ar－

　gentina　del’Libro　’

である。この団体には主な出版社だけでな

く，輸入業者，卸売業者，及び書店が加入

．している。．

　このほか次のような機関がある。

　．ア・ルゼンチン図書出版社会議　（camara

　Argentina　de　Editores　de　Libros）

　アルゼンチン出版会（Camara　Argentina．’

　de　Publicaciones）

　（輸入業者，卸売業老，書店だけでなく，

　出版社及び雑誌輸入業者を代表してい1

　る。）層

　，スペイン紅血会議所，図書部（Ctimara

　，　Espafiola　de　Coinercio－Sector一　Libros）

　　（スペイン図書の輸入業者だけを代表す・

　る。）試

　アルゼンチン書店連合会（Federaci6n

　Argehtina　de　Libreros）

　　（全部ではないが多．くの書店を代表す

　’る。）

4）．業界’紙（Trade店ess）

　　rイスパノアメリカ文献目録』Fichero

　Bibliogrdfico　Hispanoamericano．

　月刊。アルゼンチン関係の論文，情報，

　書誌，広告を掲載。

　了図書』、Lo5　L必プ05
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5）書籍業（Book　Trade）に関する文獄

　N・マティジヴィッチ『アルゼン1チソの

栖書鯨に関する文献』N．Matijez，ic．

Btb4iografia　bibliotecql，o’gic．a　argen一

一tina．　Bahia　Blanca，　Universidaa　Na－

　ciondl　del　Sur，　Centro　de　Documeit－

　tacio’n・Bibliotecolo’gica？　1969，　XII，

　354　p，

　図書館学（1ibrarianship），ドギュメンテ

　ーション，・書誌学の理論と実際に関する

　出版物2，538点を掲載。’

，6）情報源，住所録

　主な情報源は同業組合（3・参照）である．

が，一般的情報は次の出版社からも得られ

る。’

．’ aQxuker　Editores’　Argeniina　S．　A．

　Salta　596，　P．　69，　RA　Buenos　Aires．

　全分野の書店の住所は次の文献に載って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいる。

　La　EmPresa　dql　Libro　8勿〆嬉野‘α

　Latina．　2nd　Ed．　Buenbs　Aires，　Bow一

”ker・Editores　Argentina，’　1974．　VIIt，

　306　p．　ppl　1－86：　Argentina．・，

7）∫市場調査

　市場調査に専念している機関はアルゼン

チンにはないが，同業組合で一般的情報ぽ

得ることができる。このほか米州機構

（Organization　of今merican　Stat『s）．の公

．式の下部機関である「全米輸出振興センタ

ー」’ iCentro「Int．er3mericano　de　Prolno一

　　　　　　　　　　　　　つci6n　de　E￥portaciones）（、コロンビア国の』

ボコダ）に照会するこ．ともできる。

・国内の三三にはすべての事業に課せられ

る通常の税金は免れない。、　　　　、

・9）著作権
　知的所有権は著作権法（法ce11’，・723号，

1933年成立）により保護されている。こ¢）

法律はすべての著作物に著作権を認め，契

約条項を定め・出詞人と著作者の間の関係

を規定している。所有権は著者の死後50年

・までその後継者め手に残される。』

　’アルゼンチヒはジュネーヴ条約ジベルヌ

条約，モ・ンテビデオ条約，．ブエノス・アイレ

ス条約，ワシント1ン条約に署名している6

10）全国総合目録，国立図書館．

　　r全国総合目録年報』．Boletin．醗捌。－

9「dfico　Nacionalが国立図書館（Biblio七eca

’　Nacional）．で全国総合目録として編集され

ている。過去に遡っ一た．目録はなお準備中で

ある6　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　1

11＞．出版量

　1971年に4，634タイトル（49　pL以上のも

’の），29，281，228部の図書が生産された。

’その内訳はつぎのとおり。・

主題、 タイトル数

8）’税　　金「

　アルゼンチンでは図書は輸入税，．輸出税

が共に免除されている。

哲学・心理学

物理・化学・数学

歴史・伝記

博物学・生物学

政治学・法律

‘応用科学・技術．

地理学・作図法・紀行

辞典類

教科書

ノンフイノシ。ンー蝦

宗教　．・’神学「

184

94

245

37

370

346

266

139

408　．

345

123

一一　・9



医学・公衆衛生

フ』Cクション

児童書　　、

詩・演劇・ラジオ・テレビ（ラ

ジオ，テレビの劇を含む）tt

社会学

芸術図書・芸術に関する図書・

教育

，12）翻　　訳

147

632

’115

893．

70

47

175

　1971年版ユネスコ統計年鑑iによれぽ，ア

ルゼンチン国内の翻訳のおもな項目はつぎ

’の通りである。

　文学：40％，社会科学：46％，純粋及び

　「応用科学：14％。

　洞じ資料によれぽ，その年のアルゼンチ

ンの図書出版の10．4％が翻訳であり，原著

の言語は，

　英語：48％，ロシア語：2％，フランス’

　語：18％，ドイツ語：，13％，その他：19

　％o

である。

13）出　版
　出版画数は約160，ごく少数の例外を除

き，すべてブエノスアイレ入にある。「ア

ルゼンチン書籍会議所」1969年の統計によ

れぽ販売価格は1億1，00Q万新ペソに上っ

ている。．同会の他の調査によれぽ；1961年

の出版業界総雇用人員1万2，633人，そみ

内訳はつぎの通りである。

　出版社：4．，　341人

　図書輸入会社：1，　540人

　卸売会社：240回

忌書店：6，510人

，14）　著作権代理店

　一殿にアルゼンチンの著作権代理店は外

国図書の権利を代行する。国内の著作者は

通常外国の出版社と直接取引するか，外国

では国内の出版社に代行させるか，であ

る。

15）卸　　売

　卸売はアルゼンチンでは非常に発達して
　　　　　　　　　　　　　　ピいる。遠隔地域を含む広汎な市場と臓大な

輸入図書はブエノスアイレスに集中した大

卸売業者の成長にとって有利であった。大

部分の卸売業者は相当数の国内及び外国の

，出版社を代行している。また卸売業者の中

には，教科書，技術書又は外国語図書のよ

うな特殊な配本分野の一つに専門化し旧い

るものも多い。

16）小・売　　　IJ
　小売業者の主流は書店である。しかし近

年では新聞スタンドの販売が増加してきて

いる。書店は全国に拡がっているが，大き

な大学のある都市に一一ts集中しているとい

える。

17）　’古書販売，競売

　アルゼンチンの古書店は「アルゼンチン

古書店会」（Asociaci6n　de　Libteros　An－

ticuarios　de　la　Argentina＞を組織し，現

在会員数25である。

，他に「アルゼンチン書籍愛好会」（Soci：

edad　Argentiha　de　Bibli6丘10s）がある。

18）　図書の輪回

　図書の輸入には関税がかからず，輸入許

可も不要であるニアルゼンチンは金融為替

レートと商業為替レートの並行為替レート
　　　　サ
制である。図書り輸入には金融為替レート

一一@10　一



が適用されるが，商業為替レ曽トよ、．り．もぺ

tt ¥がドノレに対「し割高である。11970年には

1，‘

T00～2，000万米ドル相当の図書が輸入

された：。輸出国の主衣褐のはつぎの通り

（1970年）。

輸出先

輸出国 ％

ン
国
、
コ
鼠
ス
々
ル
ア

イ
㌃
シ
・
・
．
ソ
ー
ジ
リ

ペ
キ
ラ
ラ
ラ
、
ダ

ス
米
二
三
7
パ
ブ
「
イ

41・．．6

25．　5

8．5

4．9

3．9

3．　1．

2．9

2．　1・

％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　1♀マ0年の雑誌鈴輸入は167　7　6，839米ド

ル，輸出国のおもなもりは，次め通り。

輸出国・ ．％　L

スペイツ

イタリア

’米　　国

西ドイツ

31．　1

・　21．　1

15．　2

12．　8　’

19）　図書の描出

　1970年には1，935万4，、414冊，約1ゴ245万．’

5，30q米ドルの図書が輸入された。おもな

市場はチリ，ズペイン，ウルグアイ．：メキ、

ッ＝’ C　．．ペルーであったb．しかしアルゼンチ

ンの市場は当然全ラテンアメリカに及んで

いる。

　大蔵省刊行の『経済四季報，1972年ng　4’

四半期』によれぽ，1971年の図書の通関輸

出は1，弼4万7，135冊，．．　1，　114万7，843米ドル

である。この数字以外に書留郵便で563万

4，000冊が国外に送られている。

　雑誌の輸出は1970年に231万435米ドル，

輸出先は次の通り。

ウル．グアイ　　46．0

チ　．　リ　　　　12．2

回忌グアイ’　　8。6’

べ‘ルt1一　　　「8．3

ブラジル幽　　6，5・

ボリビア　　　．4．7

メキシコ　　　4江

20）』出版文化賞（Literary　Prizes）

　アルゼンチンには多くの公けの文化賞が』．

ある。．最も有名なのは「国民文学賞」

（Premio　Nacional　de　Literatuτa）と「ブ

エノスアイレス市文学賞」（Premio　Muni－

cipal　de　Literatuta　de　la　Ciudad　de

Buenos　Air6s）である。・幾つかの出版社，：

雑誌社，新聞社も時々文学賞を与えている

が，．たV〈ていは長く続かない。現在おもな

賞は新聞社・「ラ・．ナシナソ」による「ラ・

“tナシナ著文学賞」（Premio　Literario‘Lα

N競6η’）とエメセ出版社による「エメセ

：賞」（Premio　Emec6）である。

　「国立芸術基金」（Fopdo　Nagional　de　las．

Artes）‘も既成の著作者に重要な賞を設け

ているが，新人著作者には奨励賞を設けて

’いる．またゆ・露ス・，カサバリエ」賞

（Carlbs　Ca貫avalle　Award）1ま文学，科学

その侮の各種分野で最も顕著な出版社にた

いし2年毎に与えられる。』

2D　書　1評

　たいていのアルゼンチンの雑誌新聞は

文芸欄を設けている。．全国的に普及してい

る雑誌，・新聞の文芸欄のうち主なものは，、

　『ラ・ナシオン』，『ラ・プレンサ』J’t『ラ．。

オピニオン』，『エル・、クラリソ』の諸新聞

．・唐秩Eソラ弧rプリメラ・プラナ』ジrア

ナリシス』，・『コンフィノセマド』・の諸雑誌ゐ・
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欄である。

22）その他
　アルゼンチンの著作者の加入している最’

も代表的な組織は，「アルゼンチン作家協

会」（Sociedad　Argentina　de　Escritores）

（SADE），である。

第3章　ブラジル

D　過去と現在

　ブラジルは1500年にポルトガル人tlこよっ

て発見されたけれども，・19世紀になって初

めて最初の印刷機をもつこと．になった。印

刷の技術は母国の特権に慨し，ポルトガル

王室がナポレオン軍による包囲を逃れてリ

スボンから．リオに急遽移転しなけれ球な：ら

Ysくなった時まで，この状態は克服できな

かったのである。

　ポルトガル王室のリオ移転によって王立

印刷局（1808年），王立図書館（1810年）

の設立のよう’に多くの大変革が始動した。

この2つの事象のお蔭を大いに蒙ったのは

王家の移転と同時に．）イ．ングランドから購

入したぽかりで，もともとはポルトガルの

国家機関に割り当七られていた印刷設備が

すべて同時に船積みされたζと，またリス

ボンの地震の間に「アジュダ図書館」と共

に破壊されたコレクションに代るものとし

て考えられていた図書の大コレクションも

また同時に船積みされたこと，’℃ある。

・ポルトガルからの独立（1822年）以前す

．でにブラジルには各地に5つの印刷所と三

軒ゐ・・の書店があった。一般に密輸によるか

厳重な検閲をくぐろかして入ってくる図書

の数が少いため商業化は進まなかった。帝

国時代及び20世紀の第1四半世紀頃までの・

共和国初期の間は出版社と書店（その活動

は実際には目立たなかったが）の数ぽ着実

に増加したけれども，その市場は主として

ポルトガルとフランスに限られていた。

　第2次世界大転の開始に続く30年間に専

門化の最初の試みが企てられ，ある程度成

功したが，同時に「図書出版全国組合」

（Sindicato　Nacio．nal　dos　Edit6res　de

：Livros）と「ブラジル図書会議所」（C合mara

Brasileira　db　Livro）の設立のように職業一

的関心の集団化の試みも見られた。この運冒

動は歴史的に秘露ブラジルの書籍出た最も

関連の深い事実であろう。書籍業と政府と

の間の調整の改善を通じて図書業界は組織

’化をおこなうことができたし，次のように

あらたな有利な条件によって利するところ、

があった。すなわち，過去25年間に国の人

口が倍増したこと，工業化と文盲退治に没

頭している国が経験している社会的・経済

的変革，さらに公式，半公式の文化開発計

’画，などがそれである。今日ではブラジル

は図書の輸出を開始するに至った。

2）t小売価格

　小売価格は出版社が決める。原則として

図書は価格表によって売られる。．しかし顧

客にはしぼしぼIO％Q特別割引が認φら2t．

る。

　学校は教科書について20～30％の割引が

認あられ，政府機関が教科書及び商業図書

を大量に購入す為ときは20～40％の割引を

受ける。、

3）組　　織

　ブラジルで組織された最古の同業組合は

1941年設立の「全国図書出版組合」（Sin－

dicato　Nacional　dos　Edit6resi　de　Livros）

である。

　この組合に1＊諮問的任務をもつ二つの常
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任技術審議会があり，次の公的機関に法律

上代表を送る資格がみとめられている。

「図書産業実行委員会」（Grupo　Executiv6

da　Indtistria　do　Livro）（GEIL）及び「技

術・教育図書委員会」（Comissao　do　Livro

T6cnico　e　do　Livro　Didactico）　（COL－

TED）がそれで．ある6またこの組合は「ブ

ラジル技術雛協会」（Ass・・i・ga・B・a・≒、

leira　de　Normas｝　T6cnicas）　（ABNT），

　「児童・青少年図書国民基金」（Fundag50

Nacional　’do　LivrQ　lnfantil　e　Juvenil）

（FNLIJ），「図書館技術センター」（Centro

de　Bibliot6cnia）（「フランクリン図書計画

会議」の援助による），に代表を送ってい．
（訳注5）

る。

　1946年設立の民間機関「ブラジル図書会

議所」（CAmara’Brasileira　do　Livro）は出

版組合と緊密に協力し，これを補ってい

る。会員の大多数はザンパウロ出身ゐ出版

社と書店であり，彼等は．1968年から毎年

　「出版社・書店会議」（Encontros　de　Edi・

t6res　e　Livreiros）を開き，外国の出版社

を招いて講演をしたり，議論したりしてい

る。

　二つの文部省の附属機関は特に注目に価

・する。

　「国立図書機関」（lnstituto　Nacional　do
”　Livr’

潤jは1937年設立，その主な機能は，、

国内の公共図書館への援助を通じて」文学

賞の授与，、共同編集への協賛の形で読者，

著者，出版社に刺激を与えることである。

　　「図書町業実行委員会」（GEIL）は1965

年設立。’その目的は図書産業，商業化i図

書の普及，に刺激を与えるためであり，す

でに慢性化した出版問題の幾つかを処理し

ている。

　　（訳注5）　図書出版の国際的開発のために設

　　　けられた米国の団体で民間非営利団体。

4）業界紙
　業界組織の特別な機関誌を作ろうという

目標はまだ実現していないので，業界は公

私の組織からのバラバラの発言で間に合せ

なければならない。

　『図書評論』Rewista　ao　Livroは「国立

図書機関」が1956年来刊行しており，国内

の図書取引の問題を網羅した宝庫であるこ

とは間違いない。

　『ゼイル情報』　G五：皿’一Boletim　Jnfor－

mativoは1967年1月以来GEILが不定
期に刊行し乏いる。GEILの会議の議事録

は別としてこの雑誌は一般的ニュース，’ ｧ
；

法，進行中のプロジェクト，勧告，報告，

統計資料等，書籍業に関係のある問題を扱

っている。

　その他，『図書通信』Correio　do　Liwro

（月刊，タブロイド版，2万5，000部），

『オ・エディトル』OEditbr（新干IJ，市

場，製本技術を扱う）がある。

5）　情報源，住所録

　　「全国図書出版組合」は1971年に出版　、

社，書店案内の刊行計画を承認した。．

　図書館に関する特殊な質問は「国立図書’

機関」に照会すれぽ，同機関はブラジルの

全図書館についての完全なファイルをもっ

ている。

　専門図書館についての情報源は，

　　「ブラジル書誌・ドキュタンテーション

　研究所」（lnstituto　Brasileiro　de　Biblio．

　’　grafia　e　Docuthentagao）

である。’この研究所は科学技術の分野での

関係団体の要求により情報を提供し，文献

、調査をおこなっている。「他方研究所の多数

の刊行物はすぐれた参考資料を提供してく

れる。
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6）　国際機関・　・

　・ブラジルの出版社は・「国際出版社協会〕

（lntern．ational　’　Publishers’　，　Association）

（IPA）め会員であり；「フランクフルト図

書見本市」（Frankfμrt　Book　Fair）やIPA

の会議に出席レ，年々ブラジルで「出版社

会諦」（Encont『os‘　dg　Edit6res）　’を開く。

この会議には外国め出版社が招待され，講

演をしたり，ブラジルの同業者とあたらし

「い技術を論じたり，情報を交換したりして

いる。’「全国図書出版組合」・‘はベルヌ条約‘

の改訂について非常に積極的に政府に助言、

してきている。ブラジルは，・・　4iコの田員

．℃あるb．

．7）．市楊調査

　　ブラジノレには図書の市場調査に専念して

いる機関はな～も．．しかし一艦的な市場調査

1を実施している信頼できる機関は多い。・そ

φ性格と目的にした炉？て，辛化的，、科学

的，商業的といろいろあるが，「とれらの機

関は公私共に第2次世界大戦中に始ま6た

過程の発展を援助してきた，。層

　　コミュニゲーシゴンの分野での定期的調

査の伝統に言及するのは時機尚早ではある

筑すで薩成されたもみ磯つ力感・

出版と印刷の分野では3つのプ白ジ出クト
tt ｪある。’その一つは「グアナバヲ．，．tttサシづ

ウ・酬印刷産油倉」・（Si・di・a…1体

Indtistrias　Grificas　dos　Estados　da　Gual－

nabara　e　Sao　Paulo）「の，一？は「「図書無

業実行委員会」（GEIL）．のプPジェクトで

ある。この二つは1967年にブラジノレ市場を

調査した。三番目は「ゼツリオ・・ヴナルが

禰団i（Fund・・56　G・・丘li・隔翻との

＋t ､同事業としてブラジル全域ρ出版産血の

調査を企図して・・る・ヒの驚め目隠次

．の通りである。

　出版，印刷産業の能力と構造を分析する

こと。コストの構造を分析し，図書の生産

コス．トに影響する要因をつきとめること。；

現在及び将来におけ．る図書生産の潜在的能

力を評価すること。図書の市場活動及びそ

の価格形成への影響を分析すること。国の

出版能力を制限する要因をつきとめるこ

と。資格ある労働者の需要を評価するこ

と。　　　’　　　tt　．

　　「ゼッリオ・ヴァルガス財団」は1944年

に設享されたが，とくに「ブラジル経済研

究所」（lnstituto　Brasileiro．de　EconQmia）

の創設（1951）以後は国際的に定評あるブ

ラジル文化機関の一つとなっている。』．『こみ

研究所はブラジル経済についての研究と調

査を実施している・9柳専門誌をFi」虚し

衛るが・「　’＝ンジ’血面一ラ・エコノミ

・カ』Conjuntura　Econδmica・が最も重要

であるσ・、

　　’rブラジル地理・；統計研究三三ゴ（Fun－

dag．Sq　lnstituto　’Brasileiro　de　Geografia　e

lEstatis毛ica）（IGBE）の最も重要な任務は

’国勢調査（Genera1・Cehsus）「（1970年に人

口調査Demographic　Censusと経済調査

’に分割された）に関する資料を蒐集し，1刊

行することである。・

　（訳注6）　ブラジルの政治家ゼツリオ・ヴァ

　　ルガスを記念して1944年匠設立された財

　　団q自然科学プ人文科学の砕究を援助して

　　いる。

8）ttt図書と青少年

　ブラジルは青少年向きの図書にとうては

すぐれた市場である。また図書の生産が伸

びているが，これは主として国の人口中若

い人が圧倒的に多いかちぞあるb

　l967年の今式血痕こよれ崎惣）琿ワであ

る。
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て図　書）

主題 初版（冊）　重版（冊）

青少年向け図書　26，437，822　3，705，263

その他　　　　128，462，00331，249，311

　計154，899，82534，954，　57当

れたゐは，「全国図書出版組合」あ提案に

よる。政府はまた在庫本の減価について規

・制の緩和をおこなうことを検討している。

（パソフレツ・ト）

主　題 初版（冊）　重版（冊）

，青少年向け

その他

　計

1，　283，　860　80，　OO．0

29，　395，　534　6，　886，　864

30，　679，　394　6，　966，　864

　1968年の成人向け及び子供向けの雑誌数

は631，毎号の印刷数964万8，172冊，年

間の総数2億6，737万2，675冊であった。

　成人向け図書の分野での重要な調査は，

「図書館技術センター」が，「フランクリン

図書計画会議」と協力して実施しているも

のである。後言は1967年以来幼児’？青少年

向け図書に蘭する資料を集めている・、

　「全国幼児・青少年用図書財団」（Fun－

dag50，Nacional　do　Liyro’Infanto－Juven，i　l）

、は・「青少年用図書国際委員会」（lnter－

national　Board　on　Books　for　Young　Peo－

Ple）に加盟している。その主な活動は幼児

・青少年用図書の促進，図書館，見本市，

コンクールの組織である。

9）税．金
　憲法は書籍業に所得税は別と，していかな．

る種類の税金をかけ寄ことも禁止してい

る。これは間違いなく非常に重要な保護手

段であり，国の進歩にとってかかる重要な

・役割をもつ図書について通常の立法関係者

が無二慮な立法を行うことを防ぐ意図をも

っている。

　この規定が1967年の憲法の原文に導入さ

10）著作権
　ブラジルは「文学的，学術的及び美術的

著作物の著作者の権利の保護に関する米州

条約」（ウシントシ，1946年），「ベルヌ条

約（ブラッセル，1948年）及び「万国著作

権条約」（ジュ禾一ヴ，1952年）に加入し

ている。

　著作権は新刊書が「国立図書館」、（Bibli－

oteca　Nqcional）に引き渡されたとき自動

的に認められる。ただし海賊版又ぽ盗作に

より訴訟にかけられた場合ぽ，このような

納本がまだ済んでいないときでも著作権が

認められる。

11）全国総合目録；国立図書館、

　ブラジルの書誌的調査は160年以上前に

国立図書館で始められた。この機関ぽ教育

文化省の下部機関であるが，予算不足にも・

拘らず1886年以来BoZ6あ擁Bibliogrdfico

の定期的刊行を維持してし．・る。

　1967年11月以来「国立図書機関」’がrブ

ラジル書誌月報』’　Bibliogra．fia　Brasileira

Mensalを刊行している。

　「ブラジル書誌・ドキ・・．メンテーション

研究所」（IBBD）は「国立調査委員会」

（Conselho　Naciqnal　de　Pesquisas）　の一

機関であるが，コンtueユーターを使って国

内の科学技術文献め調査と刊行をおごなう

のが主な仕事である。ほとんど全分野（植

物学i農学，社会科学，法律，物理学，医1

学，技術）にわたりブラジルの学術的書誌

を出版しているが，図書館学，ドキ三メン

テーシhンに関する教科書，科学情報の専

門誌も出版している。’IBBDは科学技術めtt
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主題に関しては，求めに応じて情報を提供

し，文献調査をおこなう。その他全国にわ

売る全調査プロジェクトの最新めファイル

を維持し，文献及び情報のレファレンスの

完全なコレク1ションを保有している。

　「ブラジル技術規格協会」（Associaggo

Brasileira　de　Normas　T6¢nicas）は1946

年忌設立された非営利民間団体である。そ

の主な目的は，科学，技術，工業，商業，一

農業の分野での技術規格の作成，採用，普

及と，ブラジルにおける規格化運動の奨励

である。協会は国の規格化機関としてブラ

ジルを代表し，ISOとCOPANT（「パン

アメリカ技術規格委員会」，Comissao　Pan－

Americana　de　Normas　T6cnicas）に加盟

している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

12）　図書の生産

　タイトルにして約80％，冊数で90％がリ

オとサンパウロで出版，印刷されている。

この2布が販売冊数の大部分を吸収してい

る。

　教育文化省が発行した1971年の公式統計

によればつぎの通りである6

タイトル数

13）翻　　訳．＝

　初中等学校の教科書は100％国内の著者

が執筆している。

　青少年向け図書の相当部分が翻訳である

か，又は輸入したポジフィルムを利用して

作られ，廉価で改版したものである。

　大学の融科書及び技術の琴弾書で翻訳さ、

れたもの，時には加工されたものも多い。

商業図書の新刊書は3分の1近くが翻訳で

あり，これら翻訳図書は商業図書の総販売

数の約半数を占めている。

　1971年の翻訳に関する公式統計によれ

ぽ，1，371タイトルが翻訳であり，そのう

ち529タイトルは一般的なもめである。

版　別

初版（48頁以上）

重版（　同　）

　計

5，　219

1，　971

7，　190

　発行部数は合計8；000万部，うち4，800

－万部が初版である。主な分野別ではつぎり

1通り。　　　　　、　，　　　　　　i

主題別 タイトル数

，文　　学・

、法　　律

学校教科書

教　　育

』宗　　教

・2，　122

　419　，

　419

　355

　292

　14）・ペーパーバック

　　ブラジルにはペーパーバックについての

特別の権利はないので，二級品（Second－

rate）のタイ5ノヒ又は著作権の消滅した
（public－doπiain）幽 ^イトノレしかポケット版

　を利用できない。

　　ペーパーバックは新聞スタンド以外に特

別p販売経路がないが，新聞スタンドでは

ペーパーバックを扱う適当な設備がない。

大部分の書店はペーパーバックには余り熱

　心でない。

　　したがって大里印刷による節減はほとん

　どできない・線代と製本の経費節減をはか

　って定価安以上のものをとり回している。，

　　ブラジノレのペーパ』バックのイメージは．

概して二級品のイメ；一一ジである。国立図書

・機関は教育関係及び古典のタイトル（1970

年た約150タイトル）の低価格政策を奨励

　してこのイメージを変えようとしている。

15）出　　版

第L一次世界大戦まではブラジルの出版社

はほとんど全部リオにあった。教科書も一
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回書もヨーロッパで印刷されるものが多か

った。「これはいわゆる出版兼業書店の時代

（graphic　book　se11er　period）であり，半

世紀後になって正統派の出版社がそこから

発展することになった。』第一次世界大戦の

、終りまでは，出版はすべて書店と印刷屋の

副業としておこなわれていた。書店や印刷

’工場と関係のない最初の出版社は1925年に

設立された「国民出版社」（Cia．　Editora

Naciona1，サンパウロ）である。

　それ以来急速に発展したサンパウロは国

内第「の工業州となり，今やこの州にブラ

ジルの図書生産の50％以上が集中してい

る。リオは約40％：を数え，『ボルトアレグ

レ，ベゴナリ：ゾンテ，サルヴァドル，レシ

フェが進出しており，これら諸袖は間もな

く市場り占有率の過半を占めようとする勢

いである。

16）　著作権代理店

　ブラジルの著作者は出版社と直接接触し

ている。たいていの場合彼等はまた外国の

出版社又は補助的権利をもつバイヤーと直

接取引もしている。他方で国内の出版社は1

・教育関係の権利を買い一とるときは外国の出

版社と直接取引し，商業用タイトルが含ま

れているときは代理店と取引する。代理店

は次第に重要になりつつある。　．　・

17）卸　　売　’

　大出版社はすべて6大都市（サンパウ

ロ，リオ，ポルトアレグレ，ベロオリゾン

テ，レジフェ，サルヴァドル）に自社の支

店及び（又は）代理店をおいている。これ

らの代理店は自分たちの領域を十分カバー

しており，このため全国的卸売業者という

よりも，地方的配本の型になっている。

　全国を対象とする会社を創り出そうとす

る試みがおこなわれている。サンパウロの

DisalとCatavento及びリオとサンパウロ

のDistribuidora　Rec6rdが最も積極的で

ある。

18）小　　売

　ブラジル℃最も頻繁に利用される販売ル

ートは今も伝統的な書店である。しかし図

書の小売の利潤が低いため販路が十分に伸

びないという事情から国内及び外国の図書

の流通を改善するため他の販売場所を創ろ

うとする試みが促進されている。例えば最

近の法令（decree）（196S年）により薬局が

図書の販売を許され，書店に認められてい

ると同じ免税の恩典を受けられるこどにな

った。もう一つの例は新聞スタンドと百貨

店を通じての販売である。

　連邦政府は公営の銀行による書店の土地

確：物購入への融資，書店従業員のための職

業教育講座の主催，など他の援助形態を研

究している。

　国内にはひつくるやて約500の書店があ

る。他に500店（主として常設の雑貨店）

も本を売っているが，学校が開いていると

きは教科書を，12月には青少年向け図書を
　　　　　　（訳注7）
売っている。　　　　　「　．、

　スーパーマーケットと薬局も図書を試験

的に扱V’・，100種ぐらいの本を書棚に飾っ

ている。

　（訳注7）南半球では夏休み。

19）古書販売，競売

40年代初めまで古書販売は擁んであった

が，当時の古書店のうち若干が残っている

だけである。しかもそのうち大部分は副業

又は本業として新刊書を売っている。．

：Livraria　KosMosはこの分野で著名であ
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る。Livraria　S50　Jos6は彪大な在庫目録

を備え，著述家の溜り場となり，戦争初期

には2ダースもの古書店（S6bos）が平穏

に営業していtg町で，最鋒に生き残ったの

である。’

　連邦議会の最近の法令・（1968年）によっ

て，19世紀以前に出版された図書その他の

印刷物及び10年以上前の雑誌のコレクショ

ンを輸出することが禁止された。外国での

展示会には特別の許可が必要である。

20）　図書の輸入

　’既述の通り憲法の認める輸入の条件は極

’めて有利である。下記の数字はクルゼイロ

の平価切下げをも反映している。

数量（冊）　千クルゼイロ

者である。ポルトガル語は，ポルトガルと

ブラジルのほかは葡領旧アラリカ植民地で

しか使われていないからである6繁文褥礼　・

と商業出版の不足，それに出版社の攻撃精．

神の欠如によってブラジルの図書の国際市

場への浸透が一層減退してきてい、る。A

Casa　do，：Livro．が輸出部を設けたが，こ

航は書店と図書館からの注文を扱う1ことが

できる。

k最近になってこのような事態岱の反動が

顕著になった。国際的な見本市や展示会へ

の参加が頻繁となり，手続の簡素化と迅速

化を図るための輸出手続の改正がおこなわ

れている。

1961

1966

1967’

1968

1969

1，　363

1，　507

2，　089

1，　817

2，　383

　916
13，　488

23，　620・

21，　928

32，　429

　主な輸出国は米国で，市場占有率50％で

ある。

（1968年）

輸出国
クルゼイPt ％

　
　
　
　
ン

　
ル
、
　
チ
．

国
ガ
ン
ス
．
ン
国
ツ
コ

　
ト
イ
ン
ゼ
　
イ
シ

　
ル
ペ
ラ
ル
　
ド
キ

米
ポ
ス
ブ
ナ
英
西
メ

11，　273，’ W97

　2，”750，　864

　2，　384，　014

　1，　210，　807

　　918，　013

　　797，541

　　615，　529

i“@569，　854

51．　4

12．　5

10．　8

5．　5

4．　1

3．　6

2．　8

2．6

21）図書の輸出

　ブラジルの図書は言語という障壁の犠牲

22）図書見本市・

　1970年に第1回の「隔年国際図書見本

市」（lnternationa・1　Book　Biennial）がサγ・

パウロで開かれたが，主催者は「サンパウ

ロ隔年国際見本市財団」，（Fundagao　Bienal

de　sao　Paulo），「国立図書機関」，．「全国図

書出版組合」の3機関であった。23力国が

参加レ主催者側では次回の見本市ではも

っとハッキリした国際代表が参加すろこと．

を期待している。

　最も人気のある見本市は1955年以来リオ

デジャネイロで年々開かれるもので，出版

社と書店100以上が参加し，1ヵ月間開か

れる。．そこでは20％割引が認められる。

23）渉　　外

過去にはこの分野では殆ど手がつけちれ

なかった。今日実施されているのは次の手

段である。

　（1）業界を挙げて次の目的で政府機関と

．　18　一一

接触を保つ。

a）公式の図書政策

b）図書館の増設



c）購買力のない学生生徒に初歩の教

科書を十分提供するζと。・

d）郵便事業の改善

e）公立め銀行その値の信用機関から

の融資

f）施設の拡充と人材の訓練

・（2）政府はこれまで次のような事業を主

　催している。

　　「全国図書普及運動」（1960年）

　　「全国図書デー」（1967年）

　　「文化・科学デー」（1970年）

　それと同時に図書及びその利用に関し

　て討論，講座r．講演会，展示会，コン

　テストを開いた。

（3）民間Q出版社及びその組合は積極的

　に次の事項を推進している。

　a）外国の出版社を招聰して職業セミ

　　ナー（出版社ジ書店の会合）を開一

　　く。　　　　　．

　b）国際活動（IPAIフランクフルト

　　図書見本市；全米図書取引協会等）

　　への参加

　c）放送関係との接触を改善レ，図書

　　に関する討論を推進する。

　d）図書の宣伝

　e）自筆本会（autograph　parties）の

　　推進，その他

24）書籍愛好

　「愛書百人会」（Sociedade　dos　Cem

Bibli6filos）・は書籍愛好家の活動の奨励と

発展，及び会員のためにブラジル図書の挿

絵付き限定版を出版する，という二つの目

的のために設立された。現在休止中であ

る。

25）　出版文化賞

．比較的最近のことではあるが、．出版文化

賞の授与が一般におこなわれている。公的

機関，半官半民，民間機関が主催して目

的，形式，価格は様々であるが，新人及び

高名の著者にたいして授賞がおこなわれて

いる。ブラジルで表彰の慣行を始めた。は

「ブラジル文化アカデミー」（Academia

Brasileira　d6　Letras）であった（1909年）。

最：も重要なのはMachado　d，　Assis賞であ

り，前年刊行された最良の図書の執筆者に

与えられる。最近創設された「ワルマップ

国民賞」・（Premio　Nacional　Walmap）は

ブラジルで最も重要な賞であり，未刊の小

説に与えられるが，世界でも最大の賞の一

つである（合計1万米ドル）。一流新聞（O

GIobo）の文芸部門が組織し，一銀行家が

スポンサーである。

　その他毎年授賞されるものは，

Fernando　Chinaglia賞（「ブラジル作家同

盟」Uniao　Brasileira　de耳scritores主

催）・「ズラジ！v図書会議」のFabuti賞大

学生を対象とするEsso－Jornal　de　Letras

賞，「ブラジリア文学賞」は総額4，000米ド

ル，国内の作家の一連の作品が対象であり，

「連邦直轄区文化財団」（Fundagao　Cultu－

ral・DistritρFedera1）カミ他の8つの賞と共

に授賞するものである。

　1967年の法律により．「国民出版文化賞」

が創設された。「国立図書機関」が主催し，、

既刊¢）作品に高いして6つの賞（小説

詩，短文，短編小説，ブラジル関係論文，

ブラジル史」文学・語学の論文）がある。

INLはこの他に1968年少年文学のViriato

Corr合a賞を創設した。，

26）．書　評

　事実上すべてのブラジルの雑誌，新聞は
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書評欄をもらている。『同じことはラジオと

テレビについてもいえる。最も重要な新聞

　　　fに・

　O　Globo，　O　Jornal，　Jornal　do　Brasil

（いずれもりオデジャネイP）

　OEstado　4e　3δo　Paulo（サンづウロ）

雑誌では，

O　Cru2eiro，　A　Cigarra，　VisaNo，　Vel’a

そ¢）他多数

文学専門の新聞は，

」・rnql　de　Z’etras，　C・冗漉・d・巧妙・，

OJornal　do・　Escritollである。

27ンその他
　槙民地時代を除きブラジノレには常に幾つ

かの文学団体（‘belle　lettre’，associations）

があった。しかしいずれも著者の利益の擁i

．護の点では有能ではなからた。「ブラジル』

文学アカデミー」（Academia　Brasileira　de

．　Letras），「ブラジル作家同盟」（Unia6　Bra－

sileirq　de　Escritores），「ペンクラブ」，そ

の他の民間団体は法令上の制約のため作家

・が法令にもとつく職業上の承認（社会保障・

の利益を含む）を得る上では役に立たなか，

つた。現在リオデジLt’ネイロ作家同盟創設

の第一歩が踏み出され，労働省の認可を求

めTl・る。他の三州でも同様な動きが始ま

っている。

第4章　チ リ

D過去と現在

　チリの独立’（1810年）以前め時代を通じ

「て知的活動は極端に不安定であった。牧師

の間を除けば図書は事実上出回っていなか

った。最初の印刷所は1748年にイエズス会

仁よって設けられた。

　19世紀にごの国がスペインの植民地支配

から解放されでしまうと，国民の文化的覚

．醒を示す出来事が次第に起った6次々と起

った里程標の一部を示せば次の侍りであ

る。’

　1811年最初の新聞「チリの黎明」La，

　　　　　Aurorα　de　Chile出現

　1813年　国立図書館設立

　1827年El　Mercurioがバルパライソ’

　　　　　で刊行され始めた。

　1840年　最初の書店創設

　このような情勢は1842年チリ大学の設立

と強力な知的運動の開花によって頂点に達

した。後者はのちのチリの文化的発展に大

きな足跡を残している。．

　20世紀になるとこの国は自らの大学，雑

誌，出版社，重要な女学作品をもち，文化

の発展しつつある国としての外観を備える

に至った。30年代の間に出版業は顕著な成．

長を遂げ，チリぽこの分野で全うテンアメ

リカ諸国の先頭を切っていた。こ6t）成長は

40年代の後半に退潮を示し，アルゼンチ’

ツ，メキシコのような国が代って大出版セ

ンターとして優位に立ち始めた。

　チリ・は現在宋即した重要な出版業，全領

域を扱う大書店網をもち，一入当り図書購．

入率は注目に価する。

2）　小売価格

　小売価格の条件は他のラテンアメリカ諸

国に通有のものと基本的に同じであって，

一般的に言えばスペインの書籍業から引き

継いできたのである。小売商はチリの図書

を出版社ボ定めた価格で売り，輸入図書は

配本業者。［5定めた価格で売っている。後者

の場合はしかし相当の紛糾がおきる可能性’

がある。輸入業者が外国図書の価格を決め

るときに一定の基準を適用しないからであ

る。例えば卸売の輸入誉者と，自分の店を
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通じて一般に直接本を売る輸入業者との間「

の価格の差は特た開きが大きいのである。

　書籍業のこの側面を規制しようとする法

律は存在しない。’「チリ図書会議所」は外

国図書の小売価格の無政府状態を避けるた

めの基準を設けようと多年にわたり努力を

続けている。しかし取るに足りぬ成果しか

挙っていない。

　もう一つのハンディキャップは図書の出

版と輸入が首都サンチャゴと，わずかでは

あるがバルパライソとに集中していること

である。その結果たいていの地方では，’と

くにサンチャゴから500キロ以上離れた地

方く2，000キロ以上離れたアリカ，プンタ，

アレナスの僻地はもちろん）では，小売価

格は包装と輸送i費により可なり割高となる

めである。

　公共図書館には特別割引が認められ（図

書が輸入本であるか，国内出版物であるか

により10％から25％まで），大学生には10，’、

15，26％の割引がある。後者の場合，大学

、’ ﾉ付属する書店では最高の割引が認められ

’る。

3＞組．「織

．組織としては次の一つだけである。

　∵rチリ図書会議所」（camara　Chilena

del’　Libro）

　こヒに集まるのは出版社，卸売業者，・書

店であるが，そのすべてがこの団体に加盟．

している訳ではない。この会議所の基本的

目的は国の監督官庁に準いして会員を代表

する，図書に関する国の政策の要綱作成を

助ける，．印刷物の自由な普及を妨げるすべ

ての障害と闘う，国民の間に読書の習置を

促進する・tなどである。

　「チリ図書会議所」の中に「チリ出版会

議所」（C6mara　Chilena．　de　Editores）が

あ「るが，こ液は独立の組織ではなくジ余り

目立たない。「チリ図書会議所」は自らの

出版物を出していない6

4）情報源・三二録

　図書の市場に関する情報は「チリ、図書会

議所」で得られよう。’

　チリの図書生産に関する基本的情報は

「国立図書館」（Biblioteca　Nacional）で得

られよう。幽

　図書販売関係のすべての支店に小たるま

での住所は次ゐ文献に載っている。・

　La　Empresa　de　Libro　en　Amgrica

　Latina．　Buenos　Aires，　Bowker　Edi一

．，．tores　Argentina，　1974．　VIII，　307　pP．

5）税　　金

　理論的には税金はないごとになってい

る。にも拘らず，ある種の規制がおこなわ

れ，隅書の輸入コストを直接間接に引き上

げるにいたっている。一つは輸入の事前登

録の必要性・と中央銀行を通じてi費用をその

都度払わなければならないことである。さ

らにチリの税関は輸入図書の包1個につい・

’て一定額の手数料をと，っているのである。・

6）著作権・
　1955年チiL！は「全米条約」も「万国著作

権条約」も批准した。

　ヅ般的には万国著作権条約に定める規定

が適用されている。国内の規制は1971年4

．月に公布された法律17，336号に集約されて

いる。

　チリの知的著作権法に含まれる一部規

定：

　○著作権は著作物の使用，所有及び維持

　　を保護する世襲の権利及び道徳的権利

　　を含むもめである。
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○外国に居住する外国人の著作者は，チ

　Pが署名し，批准した国際条約によっ

　て認められる保護を受ける。

・○この法律は次のちめに適用する。．

　図書，小冊予論文及び資料くpaperめ，

　百科辞典，案内書，辞書，あらゆる種

　類の選集及び編纂物「（compilati6ns）。

　いかなる文芸作品からにせよ脚色した

　ラジオ，テレビの脚本。

　著作者の許可を得た脚色，翻訳，その

　他変形したテキスト6　1

0この法律は次の形式め作品を保護し，

　定義する。個人の，共同製作の，団体

　の，無名の，ペンネームの，未刊の，

　死後の，原本の，及び派生的作品。・

○著作権は著作者の生存時に死後30年を

　加えた；期問存続する6著作権が未亡人

　に譲潭されたときは，未亡人の生存中

、保護が与えられる。この期間が過ぎた

　ときは作品に共同の文化財となる。

○道徳的権利の排他的保有者どして著作

　者は，生涯にわたらて著作物の原作者

　として主堅し，それに自分り名前又は

　すでに通用しているペンネームを付

　し，またいかなる変形，短縮その他

　の修正が自分の事前の明白な同意なく

　して加えられることを拒否する権限を

　有する。こ6［Sde利は未亡人が継承する

　ことができる。’

○この世襲の権利は著作者にたいして，

　自分の著作物を個人的に使用し，著作

　物についての自分ゐ権利の全部又は一

　部を譲渡し，第三者がをれを利用する

　のを許可する権限を認める。

○作品の出版にたいする許可は，’いかな

　る契約形式によるにせよ許可を与える

　権利を特定し，許可の期間，契約金及’

・び支払条項，許可する部数の最小限，・

最大限，又は不特定，実施する地域等

を特定して表現するものとする。許可

料（1icence　fee）は，出来高払いが適、

用されるときは1部当り小売価格の

10％以上とする。著作者は翻訳，公

演映画化，録音，テレビ放送につき

排他的権利を自ら留保する。’

・7）全国書誌，国立図書館

　チリの印刷物の全遺産の保存を委託され

ている「国立図書館」（Biblioteca　Naciona1）

は1813年に設立された。

　すべての印刷屋に自らの刊行した図書，

雑誌，新聞又はリーフレットのコピーを寄

託する義務々負わせる　「義務納本制」は

1925年以来実施されている。・

　図書及びパンフレットはすべて定期の文

献公報に登録されるが，この規定は時折守

られているだけである。文献リストは数年

の簡『チリ大学年報』Anales　de　la　Uni一

』wersidacl　de　Chileに公表された。また

ユ960年から1968年末までは国立図書館が直

接刊行する雑誌『マポチョ』MaPochoに公

表された。書誌目録は欠落や混同があり，

刊行時期については相当の遅れがある。け

れどもこれは利用し得る唯一の情報源であ

る二『マポチョ』は刊行を中止しているの

で，情報は今では国立図書館の「チリ課」、

（Secci6n　Chilena）と連絡しなければ入手

することができない。

8）図書の生産

　1970年には総計1，370タイ、トルが発行さ

れたが，その内訳は次ゐ通り。
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（UNSESCO　Statistical　Yearboo’k，　1971）

9）翻　　訳

　1969年に刊行された翻訳のうち，英語か

ら22，仏語6，独語6，伊語3，そφ他1

で多、り，その主題は哲学6，宗教17．社会

学1，文学30，であった。

　この重要な出版活動を阻害する一つの要

、因は著作権料支払いのため在外資金を移転

するさいの重税である。

10）　ペーパーバック

　『ぺrパーバックはチリではまだ新らし

い。40年代に「ジグザグ文庫」（Bibli6teca

Zig－Zag）が現在のペーパーバックの概念

．に近いけれども，チリ文学とろペイン文学

の学校読本に主題を限定していた。しかし

書店を通じての在来のルート以外の配本ル

‘トを採用しなかったために，結局ζの実

験は失敗し，継続しなかった。

　’1・967年に「コルモテン・シリーズ」

（Cormo蚤n　Series）が発足したが，デザイ

ンが近代的で，その主題は全分野に及んで

いた。しかしながらその版は，どこのペー

パーバックよりもまだ小さかった6Qui－

mantti　para　todosシリーズは1971年に発

刊されたが，最低3万部は書店と新聞スタ

ンドを通じて配本された。これは可なりの

成功を収めたカミ，出版社は「ミニリブマ

ス」（Minilibros）という新しい1ポケット版

を発行することによりその生産をさらに拡

張しようとするにいたり，このシリーズは

毎週最低5万蔀発行されたのである。

11）出ttt ﾅ・
　チリの出版社の正確な数を決めるのは容

易な仕事ではない。多くのものは出版社と

はいっても時たま図書を発行するに過ぎな

いからで：ある。いずれにせよ現在出版社の’

総数は20を越えることはないが，その3分

の2以上は国の首都サンチャゴにある。、

　毎年出版されるタイトルの多くのものは

著者自身，公的機関，教育施設等が刊行し

ている。

12）卸　　売

　卸売の販売量について利用できる数字は

ない。しかし輸入図書を扱う配本業者によ

って大部分が支配されているとは確かであ

る6一国内に約50の配本業者があり；その大

部分は本部をサンチャゴにおいている。

　これら配本業者のうちの大多数が外国．r．

主としてスペイン，アルゼンチン，メキシ

コの大手出版社の在外支店である。

　チリの出版社は自社の卸売部門を通じて

活動しているがゴその特徴は就中発展の不

確実性である。彼等は広告も派手でなく，

全国的な販路を欠き，彼等の仕事の中心は

サンチ辛ゴと4乃至5の主要都市に集中し

ている。

13）小　　売

　国内にある約250の書店のう約200はサン

チャゴ，六ルパライソ，コンセプション，

ビニャデルマル，及び2，3のこれに次い

で重要な町にある。残りの4分の3は州都

にある。

　上記の都市にはすぐれた書店が幾つかあ・
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　り，組織もしっかりしていて，公衆に効率

　のいいサービスを提供している6また仏

’語，英語，独語の資料を専門とする書店も

　ある。国の端から端までの間に専業の書

　店，即ち，図書と雑誌の販売だげに専念す

　る店の総数は100を越えることがない。地

　方の町ではとくに文房具屋（stationery），

　即ち・、習字帳（coPybooks）．その他筆記用・

　具や学校用品を売る店がまだあるが，こう

　いう店にとっては図書の販売は片手間に過

「　ぎない。　．・

　　母近数年図書の小売に）b，・・なりの役割を果

　しているのは，いわゆる「割賦販売」（sale

　by　instalment）方法であり，販売員が見込

　みのある顧客を自宅又は仕事場に訪問する

　方法である。

　　1・，2年場上前からペーパ「バックを雑

　誌・新聞のスタンドで販売する方法が進め

　られている。

輸出国 米ドル（千ドル）　％

アル・ゼンチン

スペイン

メキシコ

米一国
．西ドイツ
　　　げ

フランス

イタリア

コロンビア

英　　国

3，　198　23．　1

3，　167　22．　9

1，　607　11，　6

1，　142　8．　2’

　307　’　2．2

　241　1．7
　112　’，　O．8

　75　O．5
　．69　O，5

15）　図書の輸出

　1971年図書と雑誌は147万3，poo米ドル

が輸出されたが，輸出先の主なものは次の

諸国である。

輸出先 千米ドル　　％

14），図書の輪回’．

　チリは図書の自由な普及に関してはユネ
チ　　　

スコの条約で義務づけられているけれど，

も，20年以上にわたって実際上図書の輸入

に冷なり厳しい規制をおこな？てきたが，

ヒれはこの国で外貨が周期的に不足するか

らである。にも拘らず，チリの輸入ρ水準

は高く，ラテンアメリカでは外国図書の消

費の上で1人当り最高の率を占める囲の一

つである。

　残念ながらチリ中央銀行の提供する数字

は図書と雑誌を別にして該当する価格を示

してはいない・したがρて与えられた資料

ば貼りの項目を含んでいる。けれども示さ

層れた総額φ3分の2以上は図書に相当する

：と推定することができよう。

　1971年に輸入は1，379万9，000米ドルに

達したが，主な輸出国は次の通りである。

アルゼンチン

コーロソビア

ペ　　ノレ　　ー

ボリビア，

米　　国

メキシコ

460　31．　2

369　25．　0

220　14．　9

120　8．1

57　3．9

54　3．6

16）L図書見本市

　チリ図書会議所の肝入りで毎年1回だe．

競売がおこなわれる。これは「ヂリ図書見

本市」と呼ばれるが，40年代には現実的な

意味があり，刺激にもならたが，今では実

効のない恒例の行事に過ぎない。．

17）　出版文化賞　　　　　　・、　　’

　最も重要な出版文化賞は「国民文学賞」．

（Premio　Nacional　de．　Literatura）で，毎

年ユ人の著者（詩又は散文の作家）の生存

中の作品にたいして授与される。第1画は
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1941年に与えられたが，以来最も著名な作

家が受賞し，中にぽガブリエラ・1ミストラ

ル（Gabriela　Mistra1）とパブロ・’ネルー、

ダ（Pablo　Neruda）が含まれている。、

　それほど重要ではないが，、Premio　Mu－

niciPalぽその年に発表された最高の小

説，物語，詩集，．論文及び戯曲（play＞に

江いしてサンチャ、ゴ市が授賞する。ガブリ

エラ・ミ’ Xトラル賞も毎年のもので，未刊

ゐ出品に授賞する。Premid　Alerceはチリ

作家協会ヵミまだ駈け出しの新人薯作者だた

いして設けたものである。

18）書1　評

　国内の新聞は日曜版で書評た多くのスペ

■一．Eスをざいているが，特にサンチャゴの

rエル・メルクリオ』E1三三痂紙1よ

文献解題を付した欄があるだけでなく，科、

学技術の出版物に一定の頁をさいている。’．

『ラ・ナシオン』La　Nacio’n　・．と『エノ？・シ

グロ』El　Sigloは共にサソヂャゴの新聞

であり，文学的性質の作品を主に取り扱う

が，コンセプシオンの『エノゾ・スー；ル』

El　Surも同様である。’ ｶ学の分野で頁を

さいているのは，『チリ大学年報』An41es

de　la　Universida4　de　Chile，湾ンせプジ

オン大学発行の雑誌rアテネア』Atenea，

チリ大学スペイン学部刊行の『チリ文学評

論』’Rewista　de　Literatura　Chilenaであ

る。・．（以下次号）

　　　　　　（みたにiひろし　南山大学）
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